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0
3
4

レ

林

敬

，.世
界
大
戰
の
終
末
以
後
：

1

九
ニ
A
ギ
に
ま
^
c
?
十
年
p
に
於
い
，H
せ
、
：̂高
賞
觀
ニ
移
I
a
^
の
f
服
、
，資
本
#
の
比
較
的
低
廉
、
：夥
多
に
し 

て
低
利
の
資
本
等
の
業
技
術
の
：發
展
に
對
す
ス
好
激
仲
が
，
：ケ
‘
メ
リ
力
産
業
の
請
部
門
に
於
け
る
急
速
な
る
機
械
化
の
進
展
を
可
能 

に
し
た
。
こ
の
ア
メ
リ
ヵ
廣
業
の
生
産
技
術
，，の
基
膽
は
、
世
界
恐
慌
ゆ
開
始
と
洪
，に
、
：
根

本

的

は

新

經

濟

M
織
め
間
題
を
提
起
し
つ 

V 
,ま
た
多
く
の
，經
濟
的
詣
問
題"
就
中
技
術
の
發
展
に
因
る
業
、.：所
謂
.Tecbnologicai u

n
e
m
p
l
o
y
m
e
n
t

の
間
题
を
顧
著
な
ら 

し
：

S

た
。
：
旣
に
か
く
り
如
き
事
情
が
生
産
鼓
術
に
關
す
る
厳
濟
舉
的
研
：ま
を
刺
戟
す
る
こ
と
は
當
然
で
ぁ
る

9
先
年
チ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー 

の
思
想
が
全
米
を
風
廳

し
"
：；

更

ら

：
に

ま

た

忽

ち

：
の

御

g

全
世
界
め
視
聽
を
惹5^

あ
.こ
’と

に

就

，
い
：
て

は

、

#
か
れ
惡
か
れ
、
吾
々
は
此
處 

に
多
少
の
粮
據
を
求
め
る
こ-
^
1
が
出
來
る
替
で
ホ
1
^
0し
か
し
こ
ひ
チ
ゾ
ノ
ク
：ラ
シ
ー
の
恩
想

-
V

は
別
に
、
そ
の
以
前
か
ら
、
ま
た
そ 

の
：後
今
日
に
至
る
ま
で

r

益
産
彼
術
に
關
す
る
社
，會
科
擊
的
研
究
：
换
々
に
學
者
：の
關
、ね
を
高
め
り

-t

ぁ
る
や
ぅ
に
思
は
れ
る
。
を
し 

て
吾
々
は
旣
に
と
の
，方
面
に
於
い
て
：最
近
注
目
す
ベ
.
'き1?

成
り
の
文
献
を
指
摘
す
：る
と'

A
J

が
可
能
で
ぁ
る
0
:
: 

i

:
私
が
此I

I

に
紹
介
し 

や
ぅ
と
す
る
、

ハ
リ
ー•
ジH

u

1
ム
の「

塵
業
の
機
械
化
じ
に
關
す
る
研
究
は.、
特
に
最
近
.の
：ア
メ
リ
ー
力
産
業
に
於
け
る
生
産
拔
術
に 

關
す
る
實
韻
的
、
：：統
計
的
研
究
と
し
て
、
生
產
按
術
の
，經
濟
學
的
、
ま
た
經
營
學
的
研
究
に
興
味
を
有
す
る
も
の
に
對
し
て
、
正
に
推 

獎

に

慣

す

る

の
-
 ̂ニ
つ
，

で
. ，

あ
る
。
，
：
：
: 

•

.H. Jerome, 

Mechanization in Industry, 3.934,. 
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冗
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H. Jeroi, Mechani.zatioJI.kl Industry,, 1934 ， 

 ̂冗

四
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ニ
.！o)

T::::

パ
®
,
:
^
讀
者
め
參
考
の
：たt

此
處
に
マ
ン
プ.ォ
ー
ド
の
著
作
を
指
摘
し
て
置
か
う
。
彼
の
著
作
は
そ
の
卷
末
に
可
成
多
く
の
，
主
と
し
て
英
米 

:V> 

.

.
•
.

の
被
術
研
突
の.文
献
をll

^
A
T

下
れ
て
居
る
O
M
I
i
は
；：̂
?
^

<?I:d,-;;Technks.

ふ

力iyiiî
tion> 1934, P, 447 ff. 

" 

,
.

.

.
ジ

チ

ロ1
ム
の
著
作
は
次
ぎ
の
如
き
ホ
章
が
ら
な
：

っ
；：

ガ
ゐ
る
力1(.1

0

摘
要
？0

 D

勞
働
節
約
的
ん
技
術
的

)

.：：變
化
の
類
型
"(

m
:
®

 

H

業
に
於
け
る
機
械
化
の
：變
化
、
：
'

(

四)

：非H

業

的

ガ

轉(

農
ゾ
：绣

：交
通
；
Q
i
.木
、
建
，.靖
業
そ
の
他)

，に
於
け
る
機
械
化
の
變
化
、

(：

惑
原
料
及
び
生
産
物
蓮
搬
に
；■

ホ
る
擺
械
化
ぬ
變
伐
；.な
機
械
化
の
變
化
の

.侧
淀
マ(

七)

機
械
化
程
度
の
差
異
、(

6

機
械
製
造 

H

業
の
譜
特
徽
、'

(
1
^
)

機
械
化
め
.速
度
決
定
の
詣
耍
因
ハ
：Q1

6

;}機
械
化
の
諧
給
报
チ
洗
タ
着
者
の
研
究
は
譜
種
の
產
業
に
關
す
る
賞 

她
調
密.：<

 
質

调

紙

に

想

査

-
V

踏
森)
と
：政
府
：

5
I
S

統
；

t

にS
:

ね
す
な
.ぶ
れ
：た

も

の

；
で
あ

え

：
こ
と
：を

注

意

し

：て
遺
か
：う
。

そ

の

第

1
U、 

四
、
4
;
^
の
！ 1::1章

：̂
ァ
.メ

ぱ
ヵ
産
業
め
諧
部
門
：̂
'於
^
?る

生

産

妓

術

ぬ

發

展

に

關

す

る

主

，と

し

\
:
^
^
!
|
:

述
的
部
分
を
な
し
て
居
り
、
，こ
れ
に 

續
く
譜
章
は
生
産
技
術
の
，發
握
に
；關
す
る
科
摩
的
观
解
を
吾
々
乂
提
供
ル
ホ
う
ふ
す
，.る
：も
.の
：で
あ
：
る
：。

こ

の

內

特

に

第

六

章

は

機

械

化 

の
發
展
を
確
に
認
識
し
得
义
が
た
：
^
.の
諸
種
の
棘
計
的
操
作
ぶ
し
せ
：第
七
章
は
譜
適
業
間
に
於
け
る
ク
更
ふ
.に
地
域
的
に
、
賃
銀 

水

準

め

：
相

建

：
，に

‘依◎
ゆ
..

ま

た

：經
營
め
：規

模
の

‘大

小

，に
依
力
'

機
械
化
の
程
度
が
各
か
如
お
に
異
る
か
現
.實
に
確
譲
し
や
う
と
試
み
て 

ゐ
る
0
.そ
ル
.て
最
後
の
弟
十
章
は
生
産
技
灘
の
殺
展r、 .

即
ち
勞
働
の
：節
約
を
：賞
親
ず
タ
機
魏
北
：の
進
展
の
諸
結
果
を
諭
t

た
も
の
で
あ 

る
が
、
特
に
著
者
は
此
處
で
勞
働
の
f

t

と
質
、
換
言
す
れ
ば
雇
傭
勞
働
者
數
と
勞
働
熟
練
虔
に
對
す
る
變
化
的
影
響
の
現
賞
的
確
證
の 

問
題
を
重
要
視
し
て
ゐ
る
。 

.

.

. 

：

，
，
.
，

ジH 

IX

1
ム
の
著
作
は
主
と
し
て
世
界
大
戦
の
終
末
以
來

一

九一
1

九
年
の
世
界
恐
慌
に
至'
.る
，十
年
間
の
ア
メ
リ
九
産
業
の
譜
部
門
に 

於
け
る
技
術
的
發
展
の
現
實
的
研
究
を
企
て
た
も
の
：で
あ
る
が
、
そ
の
譲
種
の
統
計
的
操
作
に
依
っ
て
生
産
按
術
の
發
展
に
關
す
る
諧 

i

の
科
學
的
理
解
を
進
於
や
と
じ
た
所
：忙一
セ
め
奢
#

&

苦
仏
存
ゥ
；

ひ

#
舉
的
®

が
存
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
吸
さ

れ
&
け
れ
ぱ
な
ぶ
な
5
-
:
ゅ
そ
#
1
振̂
來
拔
術
に
闕
す
：を
吾
ん
：：の
科
學
的
認
識
.に
；̂
か
ー
ガ
，
稍'ギ
漢
然
と
.し
^
^
ね
た
參
や
の
見
解 

研
究
’に
依
つ
せ
よ
レ
；現
實
的
に
明
由
な
ら
，し
办
.を
れ
.る
だ
め
の
方
法
が
與
へ
：ら
れ
て
；ゐ
る
。

こ
の
意
味
：に
：於

5
；

て
、
未
だ
.生
産
技
術
の 

社
含
科
學
的
研
：̂
に
對
し
て
充
分
®
關
心
を
持
っ
て
ゐ
：な
い
菩
國
の
諸
者
に
取
っ
て
は
、
：，ジ

H 

ロ
1
ム
の
著
作
は
敎
ぺ
る
听
の
最
も
多

.S

も
：の
\
.
1
‘

つ
で
，.あ
る
9
園

f
 H

せー
ス
の
著
作
は
の
加
き
特
質
の
内

.に
、
.，吾
々
に
對
し
て
生
産
技
術
に
關
す
る
經
濟
擧
的
認
識
に
於

5

て
注
目
す
べ
き
多
く 

め
點
を
#
ん

や

ゐ

で

あ

る

が

、
：；
此
處
に
そ
の

1:1

三
の
黯
を
例
示
す
れ
ぱ
次
ぎ
の
如
く
で
あ
る0

j::

從
來
；l
i
:に
低
賃
銀
が
生
産
揉
術
の
發
達
に
：對
し
で
寧
ろ
妨
寄
的
な
.條

仲

：で
；あ

る

と

鹿

做

さ

れ

て

ゐ

.た

，の

ホ

あ

る

が

、
：：：
，.こ

の

こ

と

は 

，ジ

：

H

•
口
1

ム
に
あ
っ
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
南
北
雨
地
の
譜
産
業
；に
：：̂
け

る

技

術

的

發

の
：：

她

赚

的

相

逸

と

共

；

^
ン
.ホ

體

南

部

地

；秀
0
 

賃

銀

の

漁

：激

的

で.あ
‘る
こ
.と

が

、
同

地

方

に

於

t

る
請
®

業

の
^

^

糖

廣

賴

タf

て
：ゐ

ぶ

と

：い
：
ふ

®

情

と

相

；
對.照
し
, 

て
ハ.略
々
確
證
さ
れ
ポ
ゐ
る
ヵ
'
:
'
ー
象
な
機
械
製
镇
^

業̂
ゆ
於
け
を
：̂
,産

蜜

の

：分

析

的

研

究

か

：ら

"
：：
彼

は

移

民

の

制

限

に

依

る

不

熟

練

勞

働 

者

の

供

給

め

減

少

が

假

令

彼

等

：の

#

働

贊

鶴̂
:多̂
^

§
播

大

榮.：3
ホ
：ャ

も

ま

機

械

製

作

の

生

崔

貴

偶

そ

；

^

に
依
：：っ
；
て
'蒙

み

影

響

は

並

だ

僅 

少
；⑥
お

る

：と
：ぶ

を

敎

へ

セ

：な
，％

ぐ

更

も

に

柴

摩

挟

術

め

發

展

ほ

索

よ

り

發

明

に

钱

^

て
促
進
せ
し
め
ら
れ
る
：0
で
：

i
お
：：

が
、
；：こ
の
技 

術
的
i

s

令
：

0
:
6

 

i

p
會a

;

於
.S.

P

 S

驅
的
ー
ハ
ー
‘
1

的
で
ある

一
-
-

換
言
す
れ
ば
的
發
明
家
の
：個
人
的
材
能
に
因
る
.

1

1 

>
^
’.

5
4

よ
り
は
v

f

,ろ

社

會

の

必

要

、
：
：經

濟

的

要

求

に

依
， .

っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
^
^
^
^

的
で
あ
る
。ぐ
そ
れ
故
に
ご
ぞ
ま
お
技
術
的
發
肌
が
湖
織
が
せ
ら
れ
、
制
度
化
ぜ
も
れ
得
る
.ゆ
で
.

を̂
.？：
ジ
* 
ロ

.
，

ぃ
：：

ル
-
は

凡

そ

か

く

：の
如 

き
見
解
を
1

,
仏
述
^

ポ
あ
；
れ
セ
あ
る
が
な
を
れ
は
：ま
た
他
方
、此i

於s
.
;
;
p

ぱ
ラ
：生
産
接
§

發

腰

が

單

に

；救

術

學

的

可

能

性

だ

け

に 

依

：っ
：；
v
^
:の
み
實
現
ぜ
ら
れ
：る
も
わ
f

は
な
<

、
•
そ
‘の

可

能

性

め

上

，に

企

業

の

利

潤

：の

^

5

^

s

:

^
膚
篮
は
も
な
け
れ
ぱ
な
も
な
；；s
,と
5

.

. 

- 

ニ
.
.
-
.
"
.
.
.
.

キ

'
 

:
 
t-
 

: 

•

.

H
.

 

J
e
r
o
m
e
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^
e
c

置

蓋

o
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5
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c
s
.
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ニ
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.

.

.

.

•
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■
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....

^

ふ
事
實
と
共
に
：、
ら
襄
々
わ
：認
め
、：て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
#
い

軸

で

：
あ

る

：ザ

.

を
. ：

ま
た
祭
れ
等
の
*M

は
發
明
に
因
を
新
機
械
化
方
法 

の
贊施

-
--^

即
：ち
を
れ
が
發
明
せ
ら
れ
、
：：販
寶
甘
ら
れ
ハ
V 一

I

擦
め
を
の
：贊
用
的
ハ
：經
濟
的
價
値
が
認
め
ら
れ
，て
廣
採
用
せ
ら
れ
て
か 

ら
> 
最
後
に
更
ら
に
薪
し
：

5.

方
法
に
依
タ
て
赚
逐
せ'

.
る

せ

一

^
:
關̂
す
る
ジ
：

H 

A ： r
-

ム
.の
特
有
の
研
究
に
依
つ.て
：裏
づ
け
ら
れ 

て

ゐ

る

々
' 

,
 

/
 

. 

• 

•

-

.
コ

ぶ

.

.

.7 

.

痛
常
梭
術
的
發
展
ほ
霞
の.翁
約
と
い
ふ
意
義̂

样̂
タ
-
:
=
^
=
;
&
-

で

あ

を

と

考

へ

：
，
て

^̂
:

)

 

a
サ

あ

、

が

ぐ

，
ジ

.モ
ル
：I 
^
に
從
へ
ぱ
、
#

働 

の
節
約
は
勞
働
：の
；

(

1)

努

力

の

强

虔

：へ
！

nt

を

暴̂

；6
f
:か

£
K
>
r
t
y
:
g
^

す
ざど

：；

と
'
>
.

:
(
c
o

り
.
さ
れ
る
時
間
の
短
縮
と
の
二-
 

つ
.の
方
商
を
持
ク
て
居0
"
;
^
:

兩
者
ば
其
に
：®

な
M
聯
i

.
る
が
、
，'缺は主やこの第一

ri

み

：
方

面

ぬ

問

題

，
を

腿

つ

.て
ゐ
を
9
-
し
か 

も
ま
た
こ
の
意
味
に
於
け
る
勞
働
の
節
約
は
、
：：

〉
彼
に
於i

,

て
：は
：A
W更
ら
.に
：次
，牟g

j
：：!:??

の

意

味

，に

菌

别

し

者

.？
；ら
れ
て
ゐ
る
。
即
ち 

C
:

)

時
間
當
生
産
網
の
墙
太—

^

1
庫
力
：の
增
太
：とV
:
:
:
会

一)
#

®

減
少
と
が
こ
れ
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
概
念
上
め
：画
別
の
間

題

ほ

暫

別

と

U
:てa

こ
：の
後.6

意
味
に
於
け
S
勞
働
の
節
約
、i

化
、 

即
ち
生
産
技
術
上
め
：進
步
は
德
で"

Technological’I
m
p
l
03̂

e
n
t

 i

關
聯
す
：る
？
じ
かp

さ
ょ
ロ 

r
ム
：
に
從
ぺ
ぱ
勞
働
者
の
徘
除
は 

次
ぎ
の
西
部
面
に
就
い
て
考
へ
ら
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
：も
の
で
あ
-る
0 

:レ
、

' ：.て
^
^
^

\ 

T)

，特
定
の
作
業
過
極
か
ら>

1
作

®

挑

陀

：：

V
:
.
て/ 

r
v
.

‘
(
2
:
>
.

全
體
と
し
て
の1

工
場
か
ら一

場
的
排
除
。

レ(

3

yシT
.

職
業
か
ら——

職
襄
的
姚
除o:VNr:, 

r 

:
r
'
;
:
,
.
:

-

-
-

,
-
:ブ
：V
，レ
-
'り
：
'

-
(

4
0 

U

全
體と

. ：：：

>
.てS:

ザ
產
業
か
ら
I

®

*的
緋
除
ぬ
，-
マ 

-バ

ヤ

，
バ

ツ
,

- 

.

.即
ち
あ
作
業
過
程
の
'抜
術
的
更
群
に
基
いVi 、

假
り
に
：從
前-y

同

：

f;

額
の
生
産
が
行
は
れ
る
と
す
れ
ば
、
/
確
か
に
當
該
作
業
が.
^

は！

部
分
の
勞
働
者
は
不
要
の
も
の
と
し
て
驅
遂
せ
ら
れ
る

(

1)

o
そ
し
て
或
は
彼
等
は
當
該

H

場
か
ら
挑
除
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ0 

(

2)

、
ま
た
同一

H

場
或
は
他
の
工
場
に
於
い
て
從
來
と
は
異
つ
た
作
業
に
職
を
見
出
す
こ
と
が
あ
り

(

3)
、
更
ら
に
或
は
全
く
別
の 

産
業
部
門
に
職
を
見
出
し
て
移
動
す
る
こ
と
も
あ
る

(

4)

。
し
か
し
を
の
何
れ
に
も
鳳
す
る
と
と
な
く
勞
働
者
が
、
全
く
失
業
の
狀
態 

に
陷
る
場
合
は
完
全
な
勞
働
の
桃
除
で
あ
り
、
こ
の
完
全
な
勞
働
の
.緋
除
が
技
術
的
原
因
に
基
く
狼
り
、
そ
れ
は
所
謂
拔
術
的
失
業
で 

.
あ
る
。
か
く
の
如
き
勞
働
者
緋
除
の
數
量
的
確
證
は
そ
の

個
.*<

の
場
合
に
就
い
て
確
證
さ
れ
る
害
で
あ
る
。
し
か
し
事
情
は
现
實
的
に 

は
甚
だ
歡
雜
で
あ
つ
てV
そ
れ
は
簡
單
に
處
理
さ
れ
得
る
も
の.で
は
な
5

0
蓋
し
現
實
の
場
合
と
し
て
は
生
産
技
術
の
更
新
は
多
く
.は 

同
時
に
從
前
-に
比
較
レ
て
ょ
り
多
量
の
生
産
を
實
现
し
、
ま
た
時
に
生
産
の
規
模
の
擴
大
を
伴
ふ
か
ら
で
あ
る
。

：

其
處P

务
働
者
の
緋 

除
は
現
實
の
場<5

ロ.
' 

attual d
i
s
p
l
a
c
e
m
e
n
t

か
ら
直
別
し
て
、
推
定
的
な

constructive

詠
算
が
行
は
れ
る
こ
と
、
な
る
。
そ
し
て
ジ 

H 

.
:
1
1
1

ム
.は
额
々
な
る
場
合
の
こ.の
推
定
的
計
算
と> 

:
各
産
業
部
門
：に
、於
け
る
綜
合i

働
奢
緋
除
の
推
{
l
^
^
的
計
：算
の
激
統
計i
^
^
^
法 

と

わ

承

し

る

。.
こ
の
軟
わ
於5

て

吾

々

の

敎

へ

ら

れ

る

所

は

ま

た

甚

だ

大

で

あ一
 

し
か
し
乍
.！̂
技
術
的
先
業
、"
更
ら
に
'恒

久

久

業

の
.間
題
'に
關
し
：

E

は
ジ
.
-Jt. 

I

fは
舉
ポ
ー
#

觀
.的
で
：あ
◊ 

>
配
給
産
業
並
に 

S

かrvic

ャ：..isustry?

の
方
面
で
は
勞
働
り
需
要
は
增
ガ
レ
て
居
か
、
ナ
且
つ
：ま
た
職
業
就
計
の
示
ザ
激
は
從
谏
決
し
て
職
業
人
口
の
減 

セ
を
：示
.
^
^ゐ̂
な
い
、
、唯
だ
失
業
者
が
再
ぴ
麟
を
見
出
す
ま
で
に
は
相
當
め
明
間
^
:
^
,し
、

〈

微
つ
：
て

務

働

者
0
;桃

除

が

ょ

か

急

速

で

ぁ

'
1ぃ
時
的
失
業
者
群
は
稽
大
す
る
とi

一
ふ
‘ね
過
ぎ
な
い
0
.
:
;
ル
か
し
普
タ
は
と
の
ジH

ホ
ー.

ム
0

樂
觀
諭
に
賛 

同
す
る
前
に
-

T
:
.
#

此
彼
が
失
業
統
計
を
利
用
し
て
ゐ
な5

：

か
を
疑
は
ざ
る
を
得
な
い
し 
>、ま
た
事
實
力
問
題
ホ
し
：
は
彼
が
：殘
し
て
ゐ 

を
最
近
◎

問
®

、
如

あ

r

九一

ム
九
银§

潮
慌
孰
發
以
來
の産

®
®

の
者
慮
れ
ボ
分
に
し
て
後
そ
れ
は
問
題
と
さ
れ
も
の
：であ

マ..
，
..‘

 

.

、.
，

-

 

. 

•
-
. 

‘ ....

,

■ 

HVTeromel/
；jVI

各all-izati.on 

,
.
i
n 

Jn4ustr;̂
, 

茶

.

.

. 

.
j 

耳

セ

(

ニ
ニ
！
 
ニD



.

w
r 

1

冗
八
' 

、
ニ
. ニ
.
'

I.

四
.

)

7

ン
少
.く
よ
も
今
囘
の
，世
界
恐
慌
が.换
前
の
#
;本
生
義
恐
慌
み
多
少
、ま
も
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
一
る
も
の
：は
、
：
同
時
に
そ
の
理 

由

，

の
：：：

つ

を
*
择
ギ
國
に
於
け
る
叙
速
な
：
'る
®
業
嚴
術
の
發
展
、
特

に

大

戰

後

め

そ

れ

に

求

め

る

こ

か

も

ジ
 

:ム
チ
，ロ
セ
.か
の
研
ま
ぱ
：か
ぐ
，の
如
營̂
5
?
慮
：ぢ
婴
：少
お
に
合
ん
や
ゐ
な
い
し
、
’ま
，め
^
の̂
‘

M
：U

は
同
時g

生
適
報
術
め
發
展
が
：究
局
資
本
主 

龍
的
.輕
濟
生
活S
全
般
に
關
聯
じ
ね
考
察
ざ
えMべ
き
で
あ
る
に
拘
ら
ホ

S
:

彼
白
身
社
宛
.か
も
森
林
：̂
に
入
クV

個
々
の
爛
ホP

.

研
究
に 

は
稍
か
律
細
で
、は
：あ
る
が

r
:

を
わ
た
め
ほ
：部
力
；て
：全
體
と
し
て
：
0
ま

林

め

：
，研

统

忘
#
し
；

H

ゐ
.る
と

：
か

み

ま

評

は

：
-
,
=
到

底

こ

れ

を

免

れ
 

る
こ
：#
は
出
來
な
シ
で
あ
お
：ぅ
。
：
.：勿
論
彼
自
身
は
そ
の
研
究
生
産
：技辦
お
關
故
タ
經
濟
前
問
題
資
般
に
渡

'
こ
と
t
企
圖 

し
'て
ゐ
る
，
わ̂
'力
：ほ
：

パ
さ
.と
：を
明
言
：

は
必
を
が
：ハ#

々
め
お
：の
批
評
は
技
術
の
經
濟
學
的
研
究：！關̂
心
ホ
有
す
：
も
の
に
取
つ 

て
は
輕
視
さ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
；

s
o 

•

尙
は
本
書
：̂
ュ
g 

I
 

m

，
ク
の
國
民
經
濟
研
究
所
の
，公
刊
書
第

一

一
す
七
卷
と
し
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出
版
せ
ら
れ
た
も
の
で
ふ
：つ
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>
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は
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广

本

書

本

塾

先

&

に
し
て
ヶ
ー
現
神
戸
鼓
に
大
阪
商
大
の
經
濟
哲
學
ひ
講
座
を
潜
當
さ
れ
つ
、
あ
る
勝
本
鼎

一

氏
が
、
右
雨
大
學
に
於 

け
る
經
濟
哲
學
の.敦
村
と
-し
て
綱
凝
を
れ
た-
*へ̂
の
：で

あ

K
は
本
塾
察
業
後
，
左
右

H

傅
士
の
門
に
舉
び
、
ヴ

；一::

S

心
綴
濟
哲
學
の 

研
究
に
沒
頭
さ
れ
、.傅
-

f
m
t
J

後

と

雖

も:1

人
よ
く
左
お
由
哲4

•め
正
統
を
守
り
、
正
，に
こ
の
方
面

i

於
け
る
權S

で
あ
一
^
、
：：旣
に 

博

*
^
^
'
滞

獨

中

ね

業

績

だ

る
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としせ合名あり

。
-

蓋
レ
グ
經
驗
科
敷
-

-
濟̂

學

が

れ

に

屬

す
^

は
、
そ
の
1§宜

と
發
域
の
1
^
的̂
順
^
&
^
よ
.
0
,
見
る
：な
：ら
ホ
、
：
先
、づ
最
初
：に
は
或 

る
認
識
方
法
を
無
批
制
的
に
受
入
れ
、
と
れ
を
暗
默
の
內
.に
前
提
し
o

i

>

1

定
わ
發
股
.段
階
.’に
於t

も
經
驗
科
學
を
打
立
で
る
が
、
：：
 

と
の
經
驗
科
學
の
發
展
が
或
を
糖
度
に
達
す
を
や
各
の
.經1

科
夢
に
よ
.つ
ポ
與
ぺ
.ら
れ
ぢ
認
識
方
法
を
素
材
を
し
ポ> 
:と

姿

批
 

輒
し
、
，
認
識
方
法1

般
を
時
味
.か
，か

一

擧

的

黎

求

が
®

こ
れ
：衝
學
ゆ
ね>0

®

識
方
法
の
意
識
的
批
判
に
よ
つ
て
.、
經
驗
科 

學
は
更
に
高
；̂
發
展
段
階
に
達
す
0
:然
し
旣
ー
Uに
*
達
，̂
作
た
認
識
あ
法
を
以0

て
し
：̂
は
說
明
し
得
ざ
る
新
し
：
W
现
象
に
直
面
す
る 

や
、
各
經
驗
科
學
者
は
夫>

^
:
1
3
.

の
：特
定
§
研
究
鎮
域
に
族
て
> 
無
批
制
的
に
或
ぱ
暗
默
の
內
に
新
た
な
認
識
方
法
わ
採
用
し
つ
、
新 

た
な
現
数
を
說
明
す
る

0
,
,
.
そ
じ
て
再
び
經
驗
科g,

か
；®
風
が
或
，：が
糖
度
，.達
れ
る
や
，
認
識
方
法

！

般
の
め
味
とa

て
新
た
な
る
雅
學 

が
成
立
す
る
。
失
故
、
談
識
龙
法
を
無
批
判
的
に#
^
撤
默
わ
内
にi

提
ポ
る
經
赚
科
夢
と}

i

識
東
法
そ
：の
も
.の
を
意
識
的
t
e批
刺
す 
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